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明けましておめでとうございます。 

年末年始はいかがお過ごしでしたか？新年を迎えまた新たな 

気持ちで身が引き締まる思いです。今年も子どもたちと一緒に、 

楽しく健やかに保育園生活を送っていきたいと思いますので、 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

さて、今年の干支は、「甲辰（きのえ・たつ）」だそうです。干支は「干支」と「十二支」の組み合わせ

によるものです。「十二支」はご存じの通り、子（ね：ねずみ）、丑（うし）、寅（とら）、卯（う：う

さぎ）、辰（たつ）、巳（み：へび）、午（うま）、未（ひつじ）、申（さる）、酉（とり）、戌（いぬ）、

亥（い：いのしし）と、その年を 12 種類の動物になぞられたもので、年の他にも時刻や方角を表すこと

があります。この十二支が「干支」の意味で用いられていることがありますが、干支とは本来「十干十二

支（じっかんじゅうにし）」を略した呼び名だそうで、「十干（じっかん）」と「十二支（じゅうにし）」

を組み合わせたものになります。「十干」とは、甲（こう：きのえ）、乙（おつ：きのと）、丙（へ

い：ひのえ）、丁（てい：ひのと）、戊（ぼ：つちのえ）、己（き：つちのと）、庚（こう：かの

え）、辛（しん：かのと）、壬（じん：みずのえ）、癸（き：みずのと）の総称だそうです。 

「甲」は 1 番、「辰」は十二支の中では唯一の架空の生き物、龍（竜）を意味し、水や海の神

として祀られてきた龍は、竜巻や雷などの自然現象を起こす大自然の躍動を象徴するものであり、

「龍が現れるとめでたいことが起こる」と伝えられてきました。この 2 つの組み合わせである甲

辰には、「成功という芽が成長していき、姿を整えていく」といった縁起のよさを表しているのだ

そうです。  

 

七草がゆ 

 1 月 7 日は七草の日。「セリ・ナズナ・ゴギョウ・ハコベラ・ホトケノザ・スズナ・スズシロ」、子ど

もの頃に一生懸命覚えた春の七草の名前です。ゴギョウはハハコグサ、ハコベラはハコベ、スズナはか

ぶ、スズシロは大根のこと。この七草をおかゆにして 1 月 7 日に食べる七草がゆの習慣は、江戸時代に

広まったそうです。七草の種類は時代や土地によって異なり、七草がもっと多いところや少ないところ

もあったそうですが、日本人はいつの時代も、どの地域においても、年頭にあたって豊年を祈願し、「今

年も家族みんなが元気で暮らせますように」と願いながら七草がゆをいただいてきたのでしょう。 

毎年、保育園でも子どもたちが元気に 1 年を過ごせますようにと、七草の日には七草がゆをい

ただきます。（今年は 7 日が日曜日なので 5 日にいただきます）日本の文化である春の七草がゆ

を食べる習慣に子どもたちが慣れ親しんで、未来永劫に残してほしいなと願います。  

 

今年も皆様にとって飛躍の年になりますように、心よりお祈り申し上げます。  


